
施策分野 １　学びのステージに応じた教育のあり方

１－１　基礎を培う乳幼児期における保育・教育の充実

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価
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○平日の3歳から5歳の子どもの就寝時刻と起床時刻を見ると、22時頃以降に就寝する割合が全国よりも低くなり、早寝早
起きの傾向が見られる。
○幼稚園教員等と小学校教員対象の研修会の実施等により、幼小接続を見通したカリキュラム編成に取り組む学校・園
の割合は昨年度より24.5ポイント上回った。幼小接続の実行に一層つながるよう、取組を加速させる必要がある。
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（幼児の運動能力等実態調査（県立教育研究所））

※各種目の運動能力評定値の標準を3とする

※4種目(25m走、テニスボール投げ、立ち幅跳び、両足

連続跳び越し）の運動能力評定値の標準を12とする

（「元気なならっ子約束運動」アンケート調査（県立教育研究所））
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新・家庭教育支援チームの構築支援 家庭教育支援チームの構築数（チーム）

家庭教育支援チーム推進委員会を設置し、市町村における家庭教育支援チームの構築を支
援する。（目標値：家庭教育支援チームの構築3チーム以上）

－ － 4

就学前教育センターを中心に、接続期のカリキュラムの編成を目的とした、幼稚園教員等と小
学校教員対象の研修会を計画・実施する。保幼小接続推進連絡協議会を実施する。（目標
値：幼小接続を見通したカリキュラム編成に取り組む学校・園の割合　30%以上）

－ 35.1 59.6

奈良県における幼児の運動能力を向上させるために、実態を調査分析し、幼児の健やかな心
と身体づくりを推進する。（目標値：参加園における５歳児の運動能力評定値12以上）

11.72 12.09 12.16

幼稚園教員等と小学校教員対象の研修会実施
幼小接続を見通したカリキュラム編成に

取り組む学校・園の割合(%)

就学前教育センターを設置し、就学前教育アドバイザーによる支援訪問を行う。地域アドバイ
ザー養成研修を実施する。市町村における保幼小連携体制を強化する。市町村委託（５団体）
モデル事業を実施する。（目標値：訪問する回数年間150回（H30年度末までに全ての園・所を
訪問））

－
－
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149
100

「奈良県幼児の運動能力等実態調査」の実施 参加園における５歳児の運動能力評定値

乳幼児期及び思春期の子どもをもつ保護者を対象として作成した「親学サポートブック」（乳幼
児編）（思春期編）を活用した研修講座を充実させる。（目標値：「親学サポートブック」を活用し
た研修講座の受講人数300人以上）

－ 348 375

就学前教育アドバイザーによる支援訪問の実施等
上段：訪問した回数（回）

下段：研修参加者の満足度(%)

家庭教育の充実を図るため、親子で取り組む「元気アップシート」を配布する。（目標値：シート
の取組が大切だと回答した保護者の割合90%以上）

86.4 88.5 88.9

親学サポートブックの活用
「親学サポートブック」を活用した
研修講座の受講人数(人)

役に立ったと回答した参加者の割合(%)

保育所保育、幼稚園教育の振興・充実を図るため、幼稚園教育に関する専門的な研修、研究
協議等を行う。（目標値：研修参加者の満足度90%以上）

99.5 99.6 99.5

元気なならっ子約束運動
約束シートの取組が大切だと回答した

保護者の割合(%)

平成２９年度上段：取組名　下段：取組内容

取組の成果と課題

平成２８年度

奈良県協議会の開催する研修会

平成２７年度

○幼小接続を見通した接続期のカリキュラム編成に取り組む学校・園の割合は増加しており、今後一層、保育所・認定こど
も園・幼稚園教職員等と小学校教員を対象とした研修会の実施などにより、幼小接続の実行を推進する必要がある。
○幼児の運動能力等実態調査に参加する園・所や幼児を増加させ、幼少期の体づくりの大切さに対する理解を深めるとと
もに、調査実施後に調査報告会を開催するなど分析・検証の機会を提供し、引き続き合計評定値が標準値の12を超えるこ
とを目指した取組を強化する必要がある。
○家庭教育の充実に向けて、元気なならっ子約束運動を改善・推進し、「取組が大切だ」と回答する保護者の割合を90％以
上にするとともに、運動の定着を目指す必要がある。「親学サポートブック」を活用する研修講座の参加人数の増加を目指
し、家庭教育を積極的にサポートすることが大切である。
○平成２８年度に開設した就学前教育センターの機能を活用し、今後も取組を充実させる必要がある。

評価

○奈良県協議会（幼稚園教育理解推進事業)の開催する幼児教育に関する専門的な研修において、研修が「役に立った」と
回答した参加者の割合は99％を超えている。
○元気なならっ子約束運動では、取組を通して「おてつだいをするようになった」幼児の割合は11.4ポイント、「おてつだいを
させている」「おてつだいをさせるようになった」と回答した保護者の割合は、10.5ポイント上昇している。また、取組が「とても
大切だ」「大切だ」と回答した保護者の割合は、平成２８年度から0.4ポイント上昇した。
○幼児の運動能力等実態調査では、本県の合計評定値（４種目）は12.16となり、昨年度を上回った。
○幼稚園教員等と小学校教員対象の研修会の実施等により、幼小接続を見通したカリキュラム編成に取り組む学校・園の
割合は昨年度より24.5ポイント上回った。

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）
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上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

平成２９年度の取組から

　

元気なならっ子約束運動 幼稚園教員等と小学校教員対象の研修会実施

　約束運動の取組の一つとして開催した「わくわく親
子広場」の様子です。
　親子で工作をするなど、様々な催しを通して、親子
のコミュニケーションを深めました。

　幼小接続事業に係るモデル地域成果報告会での、ポ
スターセッションの様子です。
　当日は、全体会として、講演及び実践発表も実施し
ました。

就学前教育アドバイザーによる支援訪問の実施等

就学前教育アドバイザーによる支援訪問を行う。地域アドバイザー養成研修を実施する。市町村における保幼小連携体制を強化する。

訪問する回数年間150回

「奈良県幼児の運動能力等実態調査」の実施

奈良県における幼児の運動能力を向上させるために、実態を調査分析し、幼児の健やかな心と体づくりを推進する。

参加園の５歳児の運動能力評定値12以上

幼稚園教員等と小学校教員対象の研修会実施

就学前教育センターを中心に、接続期のカリキュラムの編成等、モデル地域での接続期における取組の手法の普及を図る。幼保小の教
職員を対象とした研修を行う。

幼小接続を見通したカリキュラム編成に取り組む学校・園の割合40%以上

今後の主な取組より (平成３０年度)

家庭教育支援チームの構築支援

市町村における家庭教育支援チームの構築を支援する。

家庭教育支援チームの登録総数5チーム以上

親学サポートブックを活用した研修講座の受講人数300人以上

乳幼児期及び思春期の子どもをもつ保護者を対象として作成した「親学サポートブック」（乳幼児編）（思春期編）を活用した研修講座を充
実させる。

「親学サポートブック」の活用

シートの取組が大切だと回答した保護者の割合90%以上

家庭教育の充実を図るため、親子で取り組むシートを配布する。

元気なならっ子約束運動
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